
いざなぎ学園だより
第7回・第8回講座 令和6年7月17日（水）

令和6年7月17日（水）「いざなぎ学園」第7回・第8回講座が開催されました。
午前は第7回講座として、大阪大学 大学院工学研究科 教授の坂本一之氏をお招きし「量子力学の講演」
と題して、電子が最小の磁石であるなどの量子の世界の紹介から始まり、電子磁石を用いた次世代の省エ
ネルギー電子機器などの量子技術のお話をお聞かせいただきました。
午後の第8回講座はまなびーあ徳島から大岡令奈ヨンナ氏をお招きして「韓国文化講演」を開催。韓国の言
葉、料理、習慣、伝統、芸能、舞踊など多岐にわたり、身近な生活視点から興味深いお話を聞かせていた
だきました。日本と似ている点も多い中、異なる点もあり、とても楽しくお隣の国の文化について学ぶこ
とができました。

•久々に学校らしい講義を受けることができて楽しく受講できました。ナノテクノロジーはテレビで時々目にしますが
今後はもう少し興味を持って見たいと思いました。世界一の先生の話が聞けたのは喜びでした。
•量子、初めて聞く言葉で頭がかたくなってましたが、わかりやすく楽しい講義で有意義な時間でした。久しぶりにノ
ートをとって学生気分を味わいました。
•難しい講義と思っていたのが、お人柄がにじみ出てナノの意味がそれとなく分かった気がしました。ノーベル賞を期
待しております。
•物の理を学ぶということに感銘を受けた。坂本先生がすごい人だと聞きましたが、たしかに難しいことをやさしく説
明できるのがよかった。
•久しぶりの知的好奇心を満足しました。
•量子力学の講演を受講前、難しそうな講演と思っていました。原子層物質の可能性で情報量の爆発的増加につながり
、スマホやPCの飛躍になっていると理解。最新の科学を学ぶ機会、とても楽しい講演でした。
•お隣の国の文化（伝統舞踊）を教えていただき、「他国のちがいを否定せずに認め合う」という言葉が心に響きまし
た。
•韓国の伝統芸能、扇の舞、とても美しく映像で見ましたが、本物を体験したいと思いました。韓国の料理には興味が
あり、もっとお話が聞きたかったです。
•日本と行事等よく似て、若い方でしたが落ち付いて講座、良かったです。
•文化、食文化、日本と似ているところが多いと思いました。
•韓国に行ったことはありません。ドラマも見ないし…と思っていましたが、キムチはひんぱんに買うし、意識しない
でチヂミ、プルコギ、チーズダッカルビなどは自宅で作って食べています。実はとても身近な国でした。
•とてもわかりやすく楽しく見聞きできました。隣国として違いを認め、共感できる事をわかり、良い関係を持ちたい
という先生の思いに感激しました。
•音楽もたのしかった。四大名節の説明もよかった。大岡様、ありがとうございました。
•やさしくてわかりやすい語り口でとても良かったです。韓国と日本の違いと似たところが面白いと思いました。

◎学園生のみなさんの感想 振り返りシートから（抜粋）
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